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広報こうさ　R6.8

人のうごき（６月30日現在）

総人口

　１０，031人　男 4,830人／女 5,201人

前月比

　－１7人　　　　　男 －5／女 －12

　○出生　　 4人	 　○死亡　　20人
　○転入　　13人	 　○転出　　14人

総世帯数

　４，４51世帯　　前月比　－5

町からの情報をお届けしています

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

━━━━  表紙の写真 ━━━━

今回の表紙は７月20日（土）
に開催された「第73回あゆ
まつり」から、アユのつかみ
取りでの1枚。天気にも恵ま
れ、こどもみこしや盆踊り、
ステージイベントに花火など、
たくさんのイベントで賑わい
をみせました。「あゆまつり」
の様子は特集ページで紹介し
ています。
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■
甲
佐
町
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総
合
４
位

　
ス
ポ
ー
ツ
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と
健
康
増
進
を

目
的
と
し
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上
益
城
郡
民
体
育
祭

が
、
７
月
13
日
・
14
日
・
20
日
・

21
日
に
嘉
島
町
を
主
会
場
と
す
る

郡
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
甲
佐
町
か
ら
は
、
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上
競
技
を

は
じ
め
と
す
る
13
種
目
に
１
７
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人
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出
場
。
各
地
で
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り
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げ
ら
れ
、
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別
で
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子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
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と
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フ
ト
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ニ

ス
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総
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で
は
４
位
と
な

り
ま
し
た
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ト ピ ッ ク ス

男子バスケ・ソフトテニスが優勝
第 74 回上益城郡民体育祭

▼

優
勝
し
た
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
選
手
の
み
な
さ
ん

▲1位でゴールする甲佐町の選手

▼

開
会
式
で
の
選
手
宣
誓
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▲早速代表取締役（左）に感謝状を手渡す甲斐町長 ▲就任式で挨拶する三輪副町長

▲夏空が広がるなか、白熱するプレーを見せる球児たち ▲ミシマサイコの圃場にて栽培方法などの説明を受ける参加者

　５月14日（火）町本庁舎で、本町へ寄附いただい
た有限会社プログレ（美里町・早速一平代表取締役）
に感謝状が贈られました。今回、同社からいただいた
寄附金は、安定した「しごと」を創出する基盤づくり
や関係人口の創出と定住促進などを基本目標とする

「甲佐町まち・ひと・しごと創生推進計画」に基づく
事業のために活用します。

町への寄附企業に感謝状
企業版ふるさと納税制度

　７月６日（土）本町の新たな副町長に熊本県で商工
労働部長を務めた三輪孝之さんが就任しました。
　三輪さんは、宇土市出身の60歳。昭和62年に県に
入庁し、同月５日付けで退職しました。
　就任式で甲斐町長が「豊富な行政経験と知識を町政
に生かして」と挨拶すると、三輪さんは「職員の皆さ
んと共に頑張っていきたい」と抱負を述べました。

県商工労働部長から甲佐町副町長へ
三輪副町長が就任

　７月６日（土）・７日（日）第49回あゆまつり招待
少年野球大会兼第９回高崎健太郎杯少年野球大会が熊
本甲佐総合運動公園野球場ほか３会場で開催されまし
た。町内の野球クラブを含む16チームが参加し、小
学生球児が元気なプレーを見せました。また、社会人
硬式野球チームの大福ロジスティクスの選手による野
球指導もあり、同選手と球児らが交流を楽しみました。

全力プレーで挑む夏
第49回あゆまつり招待少年野球大会

　６月25日（火）あさぎり町にて、宮内地区山椒生
産組合の関係者や町内の農家、町農政課職員が生薬生
産事業で成果を上げているあさぎり薬草合同会社の取
り組みを視察しました。参加者は、生薬の原材料であ
るミシマサイコの圃場に出向き、実際の作業を見学。
生産者から栽培方法の説明を受け、ミシマサイコ生産
における注意点などを学びました。

生薬生産事業推進に向けて
「ミシマサイコ」の生産先進地を視察

こうさの 話題
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▲メッセージ伝達式に訪れた上益城地区保護司会御船分会の一行

▼将来の夢や目標をイメージした海賊旗を描く児童たち

　７月９日（火）「第74回社会を明るくする運動」の
メッセージ伝達式が行われました。同運動は、犯罪や非
行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、
明るい社会を築くことを目的として全国で展開。上益城
地区保護司会御船分会の一行は、甲斐町長に内閣総理大
臣および県知事のメッセージを伝達。伝達式は上益城郡
内４町で行われ、伝達後に啓発活動を行いました。

明るい社会を目指して
第74回社会を明るくする運動

　 ６ 月28日（ 金 ） 白 旗 小 学 校 で 特 別 授 業「ONE 
PIECE の時間」が行われました。同授業は、人気漫
画『ONE PIECE』（ワンピース）を題材とした特別授
業で、47都道府県の小学校で１校ずつ開催されてお
り、今回、県内の小学校からは同小が選ばれ、６年生
の児童たちを対象に授業が行われました。授業では

『ONE PIECE』の物語を振り返り、登場人物が大きな
夢をもっていること、夢を表した海賊旗を大切にして
いることを紹介。その後、自分の好きなことや目標な
どの「夢のかけら」をふせんに書き出したり、グルー
プに分かれお互いの長所を書いたふせんを渡し合った
りしました。児童たちはふせんを参考に、野球選手や
美容師といった将来の夢や目標をまとめ、思い思いに
自分の夢を表した海賊旗を描き、出来上がった海賊旗
に込めた思いを発表しました。授業の最後には、児童
たちへのプレゼントとして『ONE PIECE』のコミッ
クス1-105巻とオリジナルの本棚が提供されました。

大きな夢を描こう
特別授業「ONE PIECE の時間」

こうさの旬な情報を発信！

▲商品を勧める県立松橋西支援学校高等部上益城分教室の生徒たち

　７月13日（土）アタックス サエラ店（豊内）で県
立松橋西支援学校高等部上益城分教室の生徒による作
業製品の販売会が開催されました。生徒たちが作業学
習で作った製品を販売し、地域住民と交流することを
目的に同学校が主催。同学校の工芸班が作った革製品
や紙製品、農耕班が育てたマリーゴールドやタマネギ
などが店頭に並びました。

作業製品の販売会を開催
地元スーパーが販売協力

▲自分の「夢のかけら」をふせん
　に書き込む児童たち

▲提供された『ONE PIECE』コミッ
　クス1-105巻とオリジナルの本棚
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　町フィットネスセンターでは、火
曜日から金曜日までの午前中に、脳
トレ体操・音楽体操・ストレッチ・
筋力トレーニングなどを組み合わせ
た「うきうき教室」を開催していま

す。
　運動不足解
消や健康維持
に最適な、内
容盛りだくさ
ん の 教 室 に
なっています。
体 操 は リ フ
レッシュ効果

も期待できます。
　50代から80代の方が多数参加さ
れており、「腰痛が楽になった」「病
院に行く回数が減った」「膝の水を
抜く回数が減った」「体操をするこ
とで気分が良くなる」などの嬉しい
声がたくさん届いています。
　あなたも「うきうき教室」で充実
した毎日を手に入れませんか？
　皆さまのご参加をいつでもお待ち
しています。

●参加料：施設利用料のみ

Health
白石 恵介 さん

（主任介護支援専門員）健康だより

認知症に関するお悩みの解決を図る相談会を開催しています

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲「うきうき教室」にぜひお越しください

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
うきうき教室に参加して身体も心も元気に！！

今月の紹介者

　甲佐町では、「認知症についての相談会」と「家族のつ
どい」を開催しています。
　認知症は誰にでも起こりうる「脳の病気」です。正し
い知識や理解をして、安心して暮らせる社会にしていく
ために本人や家族が、認知症の専門医や相談員に相談で
きる良い機会です。「認知症って、どういう病気？」、「い
つ、どこの病院へ受診したら良いのかわからない」、「家
族以外には相談出来ない」などのお悩みのある人は、町
福祉課までご連絡ください。相談には、事前予約が必要
です。
●「認知症についての相談会」と「家族のつどい」
　熊本県認知症疾患医療センターの相談員と町福祉課の
職員が、町役場で相談者の悩みに助言や提案を行います。
家族のつどいでは認知症疾患を持つ家族同士が体験談や
悩みについて話し合います。熊本県認知症疾患医療セン

ターとは、県が認知
症の専門相談の充実
などを目的に指定し
た12の医療機関で、
上益城地域では、益
城病院（益城町）に
設置されています。

●開催日時
・毎月の第３水曜日は「認知症についての相談会」
・奇数月の第３水曜日は「認知症についての相談会」と
　あわせて「家族のつどい」
・時間は午後１時30分～午後３時まで
※事前予約が必要です。町福祉課までご連絡ください。
※家族のつどいは希望された家族が２組以上の場合に開
催します。
●会場
　町役場庁舎・１階会議室　※受付は町福祉課です。
●対象者
　認知症に関してお悩みの人、家族、支援者
●熊本県認知症（若年性認知症）コールセンター
　県では、認知症に関する悩みや心配事の相談窓口を設
置しています。熊本県認知症コールセンター（☎ 096-
355-1755）では、介護の専門職や家族介護の経験者が
相談をお受けしていますので、認知症のことで困ったら、
どんな小さいことでも、悩まず気軽にご相談ください。
受付時間：午前 9 時～午後 6 時（土日、祝日も開設）
※水曜日は除きます。 ●お問い合わせ先

　甲佐町地域包括支援センター
　（町福祉課内）
　☎096-234-1114
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●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

２日（金） 　身体測定（身長・体重）
５日（月） 　夏祭りごっこ（要予約）
７日（水） 　水遊び
９日（金） 　ブロック遊び
14日（水） 　自由遊び
16日（金） 　水遊び
19日（月） 　川遊び
21日（水） 　水遊び
23日（金） 　おやつ作り（要予約）
26日（月） 　製作
28日（水） 　水遊び
30日（金） 　砂場遊び

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

髙見 悠
は る と
仁 ちゃん（１歳４カ月）

　父・拓郎 さん　
　母・仁美 さん　（東寒野区）

　ぼくとじーじと鯉のぼり！

　 ４か月児健診

　　８月19日（月）　午前９時

　　９月26日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　８月19日（月）　午前10時

　　９月26日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　８月２日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　９月10日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　８月16日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　９月10日（火）　午後１時20分

８月・９月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
   未就学児のお子さんの
笑顔を広報紙に掲載しま
せんか？  応募期限は
毎月７日まで。

   ご応募お待ち
   しています▶

　■お問い合わせ先
　町企画課
　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　８月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

月　日 当番医 電話番号

８月４日 谷 田 病 院 096-234-1248

８月11日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165

８月18日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

８月25日 谷 田 病 院 096-234-1248
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その駄菓子屋は、幸せと不幸のわかれ道。
女主人・紅子が、きょうもお客さんの運
命を駄菓子で翻弄する。駄菓子屋「銭天
堂」を舞台にしたふしぎなお話全８編を
収録。子どもたちに大人気の物語、新シ
リーズのスタートです。

詐欺師の藍は、親の仇を捜していたみち
るに興味を抱く。仇とは、世界的企業・
戸賀崎グループ筆頭株主の戸賀崎喜和
子。隙だらけの復讐計画を聞いた藍は、
みちるに協力するが…。衝撃のラストが
待ち受けるおすすめの一冊です。

ドラえもんといっしょに水族館を探検し
よう。海や川の生き物のことや水族館の
しくみ、飼育員さんの仕事などをわかり
やすく解説しています。水族館を通して
動物福祉や海の環境問題についても考え
るきっかけとなる一冊です。

法務局に勤める野宮薫子は、溺愛してい
た弟が急死して悲嘆に暮れていた。弟の
元恋人・小野寺せつなに会い、彼女が勤
める家事代行サービス会社「カフネ」の
活動を手伝うことに…。心に寄添ってく
れる、やさしくもせつない物語。

真夜中にだんごが食べたくなった殿様
は、忍者をよんで伝言します。忍者が伝
言していくうちに、「だんご」が「りんご」
に、「りんご」が「だるま」に…。殿様
のところへだんごは届くでしょうか？伝
言ゲームの楽しい一冊です。

小説 児童書

クスノキの女神
　東野 圭吾 著／実業之日本社

ふしぎ駄菓子屋銭天堂　吉凶通り１
　廣嶋 玲子 著／偕成社

詐欺師と詐欺師
　川瀬 七緒 著／中央公論新社

カフネ
　阿部 暁子 著／講談社

ドラえもん探求ワールド水族館のなぞ
　藤子・F・不二雄まんが　西田 清徳監修／小学館

にんじゃきくんじゃでんごんじゃ
　川之上 英子 文 おくはら ゆめ 絵／アリス館

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

神社に詩集を置かせてくれと頼んできた
女子高生の佑紀奈には、玲斗だけが知る
秘密があった…。不思議な力を持つクス
ノキと、その番人の元を訪れる人々が織
りなす物語。クスノキシリーズ第 2弾、
心震わすおすすめの一冊です。

図
書
室

行
こ
う

へ

▲夏休み特別企画にぜひお越しください
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community learning center
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■
令
和
６
年
度
甲
佐
町
学
校
人
権
教
育

　
部
会
研
修
会
を
開
催

　
6
月
25
日
（
火
）
甲
佐
町
町
民
セ
ン
タ
ー

で
、
令
和
6
年
度
甲
佐
町
学
校
人
権
教
育
部

会
「
新
規
採
用
者
及
び
転
入
教
職
員
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
研
修
会
は
、
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協

議
会
が
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
人

権
問
題
の
解
決
に
向
け
、
す
べ
て
の
教
職
員

の
基
本
的
認
識
を
図
り
、
本
町
に
お
け
る
人

権
教
育
の
充
実
と
発
展
に
努
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
す
る
も
の
。
本
年
度
、
本
町
教
育

委
員
会
に
配
属
と
な
っ
た
教
職
員
な
ど
24
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
町
民
セ
ン
タ
ー
の
中
林
健
次
所
長

が
「
甲
佐
町
町
民
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
説
明
。
乙
女
小
学
校
の
永
田
ム
ツ

ミ
先
生
は
、「
甲
佐
町
に
お
け
る
人
権
教
育

の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討
議
で
、

「
私
と
部
落
問
題
と
の
か
か
わ
り
、
人
権
教

育
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
悩
み
な
ど
」
の

人
権
教
育
に
関
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
研
修
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
「
人
権
教

育
や
部
落
問
題
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
た

先
生
方
の
話
を
聞
き
、
差
別
を
無
く
す
た
め

に
活
動
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
や
、
そ
の

活
動
の
中
で
自
分
自
身
を
変
え
て
こ
ら
れ
た

人
々
の
心
の
温
か
さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
」「
正
し
い
こ
と
を
知
る
、
知
る
こ
と

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
ら
れ
た
。
自

分
の
こ
と
を
語
る
、
班
別
協
議
で
話
が
出
た

よ
う
に
、
自
分
の
こ
と
、
自
分
の
出
会
い
を

自
分
の
こ
と
ば
で
話
す
よ
う
な
場
が
持
て
て

よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

▲町民センターで行われた研修会の様子

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

本
町
の
教
員
ら
が
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

　7月5日（金）町生涯学習センター・ホールで、令和6年
度甲佐町公民館主催講座「講演会」を開催しました。
　田上浩輝公民館長の主催者あいさつ後、くまもと県民カ
レッジ・認定講師の山本德雄さん（熊本市）を講師に迎え
て『高齢者こそ、光り輝く人生を !　～明日に向かって

「出発・進行」～』と題して講演会を開催し、町民など43
名が参加しました。
　講演会では、元新幹線運転士の経験から「夢に挑戦する
こと」の大切さを体験談を交えて説明。「人はいくつに
なっても、始められる。いくつになっても成長できる」と
参加者へエールを送りました。
　参加者からは、「高齢者になった自分に対して自信がつ
いた」「オールド・ビー・アンビシャス、良い言葉です
ね」などの意見を頂きました。

令和６年度甲佐町公民館主催講座
町公民館主催講座「講演会」を開催しました

　甲佐町公民館自主講座の受講生募集中！！

　町公民館では、甲佐町公民館自主講座の受講生を募集しています。
　手工芸や文化・教養、音楽、体操などさまざまなジャンルの講座を
　開講しています。興味のある方は、ぜひ見学からでもご参加
　ください。
　講座の詳細については、町公式ウェブサイトをご覧ください。

■お問い合わせ先
町教育委員会公民館事務局
☎096-234-2447（内線321）

▲自身の体験談をもとに講演する山本さん
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■
甲
佐
町
進
出
企
業
協
議
会
と
は

　

甲
佐
町
進
出
企
業
協
議
会
（
甲
斐

高
士
会
長
）
は
、
甲
佐
町
に
進
出
し

た
企
業
と
町
・
甲
佐
町
商
工
会
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
会
員
同
士

の
情
報
交
換
や
情
報
共
有
、
交
流
活

動
を
通
し
て
連
携
強
化
を
図
り
、
相

互
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
組
織
で
す
。

■
令
和
６
年
度
総
会
を
実
施

　

今
年
度
の
総
会
は
、
令
和
5
年
度

の
事
業
実
績
お
よ
び
会
計
報
告
と
、

本
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案

の
議
決
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
肥
後
銀

行
経
営
企
画
部
な
ど
に
よ
る
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
（
株
）
エ
バ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
（
府
領
）、
九
州
条
鋼
加

工
（
株
）（
中
山
）、（
株
）
ユ
ニ
オ
ン

パ
ー
ツ
工
業
熊
本
事
業
所
（
芝
原
）、

（
株
）
ア
グ
リ
総
研
九
州
事
業
所
（
西

寒
野
）
の
４
社
が
新
た
に
会
員
に
加

わ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
同
協
議
会
で
は
、
会
員
企

業
の
経
営
に
資
す
る
研
修
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

甲
佐
町
進
出
企
業
協
議
会
に

新
た
に
会
員
４
社
が
加
わ
り
ま
す

　
６
月
19
日
（
水
）
甲
佐
高
校
の
１
年
生
42

人
が
陣
ノ
内
城
跡
や
井
戸
江
峡
交
流
拠
点

施
設
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ 

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
」、
甲
佐

神
社
、
町
商
店
街
を
巡
り
、
地
域
探
究
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
活
動
は
、
熊
本
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
ク
リ
エ
イ
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
地

域
連
携
型
）
の
指
定
を
受
け
た
甲
佐
高
校
が

実
施
。
生
徒
た
ち
が
各
地
域
を
巡
り
つ
つ
、

地
域
の
魅
力
を
知
り
、
地
域
の
活
性
化
に
役

立
つ
提
案
を
行
い
な
が
ら
、
自
己
の
進
路
目

標
に
結
び
付
け
る
機
会
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
６
月
12
日
（
水
）
に
は

事
前
学
習
と
し
て
、
熊
本
大
学
大
学
院
先
端

科
学
研
究
部
の
田
中
尚
人
准
教
授
と
同
研

究
部
の
学
生
を
講
師
に
迎
え
、「
探
究
活
動

と
陣
ノ
内
城
跡
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
聞
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
地
域
探
究
活
動
で
生
徒
た
ち
は
、

国
史
跡
「
陣
ノ
内
城
跡
」
を
散
策
し
、
町
社

会
教
育
課
の
上
高
原
係
長
か
ら
陣
ノ
内
城

の
歴
史
や
構
造
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、井
戸
江
峡
交
流
拠
点
施
設「
Ｃ

Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ 

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
」
を
見
学
し
、（
一

社
）
パ
レ
ッ
ト
の
職
員
か
ら
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
や
自
然
体
験
を
通
し
た
学
び
「
外
育
」

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
は

「
甲
佐
町
内
の
由
緒
あ
る
場
所
を
た
く
さ
ん

知
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
発
見
が
で
き
ま

し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

甲
佐
高
校
と
熊
本
大
学
が
協
働
し
て

地

域

探

究

活

動

を

実

施

▲陣ノ内城跡を散策する生徒たち（上）と井戸江峡交流拠
点施設「COMMON ＩＤＯＥ」を見学する生徒たち（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 17

EnterPrise
甲佐町進出企業協議会だより

  県立甲佐高校（甲佐町横田327）　☎096-234-0041

会員企業名 生産・製造品目など 所在地

九州ネットワークケーブル（株） 通信ケーブル 早川 2001
ＹＫＫＡＰ（株）熊本甲佐工場 非鉄金属製造業 津志田 2534

（株）ヤマキフーズ熊本工場 弁当・おにぎり・調理パン 早川 2100-1
（株）木村　甲佐工場 米菓、スナック菓子 芝原 15-1
エース観光開発（株） ゴルフ場経営 南三箇 1273-18
熊本ダイハツ販売（株）甲佐センター 新車加工運搬・中古車運搬 芝原 54-1
九州電子（株）ＬＳＩシステムセンター ＬＳＩ設計・開発 豊内 2020

（有）肥後そう川 麺類 早川 2046-1
ネッツトヨタ熊本サービス（株） 自動車点検整備・配送 白旗 1851
ロジスティード九州（株）南九州事業所熊本倉配係 物流・倉庫業 白旗 1877-1
土佐屋コンクリート工業（株）甲佐工場 コンクリート二次製品 西寒野 2351
西邦電気工事（株）甲佐営業所 電気工事業など 糸田 1971-1
ＲＨＫ（株）甲佐工場 製缶加工 津志田 2531
森川健康堂（株） 健康食品 田口 2170
宇城鉄筋協同組合 鉄筋加工・工事 田口 430
富田工業（株）熊本支店 自動車部品加工 田口 4024-2
浅井硝子（株）九州支社 化粧品・酒類用容器販売 早川 940-1

（株）大福物流 物流業 白旗 1900-1
東南運輸倉庫（株） 運輸業 田口 528
コーラルインターナショナル（株）九州支社 化石サンゴ採掘・製造など 下横田 511

（株）シンザン 鋼構造物工事など 津志田 605
山本建設（株）甲佐養鰻場 養鰻業 白旗 991

（株）エバーフィールド 木造建築一般 府領 892
九州条鋼加工（株） 建築金物など 中山 11-1

（株）ユニオンパーツ工業 熊本事業所 鋳造用シェル中子 芝原 65-3
（株）アグリ総研 九州事業所 送粉昆虫・天敵昆虫など 西寒野 856

●お問い合わせ先
　甲佐町進出企業協議会事務局
　（町地域振興課内）
　☎096-234-1154

▲協議会に参加いただいている会員企業２６社
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※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R6.8 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。

日 月 火 水 木 金 土
7/28 7/29

 口座振替日
 （町税務課）

7/30

 

7/31

 納期限
 夜間窓口
（町税務課）

１
 
 行政区配達
 （町総務課）

 消費生活相談
 （町福祉課）

2
 ピカピカ1歳教室
 （町健康推進課）

3
 

4
 

5
 法律・人権・行政相談 
 （町福祉課）
 

6
 

7
 

8
 消費生活相談
 （町福祉課）

9
 

10
 

11
 

12 13 14
 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）
 

15
 行政区配達
 （町総務課）

 消費生活相談
 （町福祉課）

16
 ＜申込期限＞
 町職員採用試験
（町総務課）
 すくすく２歳児
子育て相談
 （町健康推進課）

17
 

18
 

19
 心配ごと相談 
 （町福祉課）

 ４ヶ月児健診
 ７ヶ月児健診
 （町健康推進課）

20
 

21
 認知症についての
 相談会
 （町福祉課）

22
 消費生活相談
 （町福祉課）

23
 後期高齢者健診 ・
 がん検診（～8/26）
（町健康推進課）

24
 

25
 

26

 

27 28
 口座振替日
 （町税務課）

 マイナンバーカード
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

29
 消費生活相談
 （町福祉課）

30
 夜間窓口
 （町税務課）

31
 

9/1

 

9/2

 行政区配達 
 （町総務課）

 納期限
 （町税務課）

9/3

 

9/4

 

9/5

 消費生活相談
 （町福祉課）

9/6 9/7
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町からのお知らせ

国
民
年
金
付
加
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て

受
給
年
金
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

甲佐町情報公開条例の運用状況
　甲佐町情報公開条例（平成13年甲佐町条例第20号）第26条の規定により、令和５年度の情報公開制
度の運用状況を次のとおり公表します。

区　分

実施
機関名

公文書の開示 審査請求

請求
件数

処理状況 請求
件数

処理状況
開示 部分開示 不開示 その他 開示 部分開示 不開示 その他

町長 ２4 １８ ０ ０ ６ ０ ０ ０ ０ ０

議会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

教育委員会 ４ ３ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０

選挙管理
委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

監査委員 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

農業委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

固定資産評価
審査委員会 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合計 ２８ ２１ ０ ０ ７ ０ ０ ０ ０ ０

【お問い合わせ先】
　町総務課
　☎０９６ー２３４－１１４０（内線２２５）

■�

国
民
年
金
付
加
年
金
保
険
で
将
来
の
受

給
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

　
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
と
は
、
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
）
お
よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
を
除
く
）
が
、
定
額
保
険

料
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ

と
で
、
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

●
定
額
保
険
料
（
令
和
６
年
度
）

　
１
万
６
９
８
０
円
／
月

●
付
加
保
険
料

　
４
０
０
円
／
月

■�

付
加
年
金
額
に
つ
い
て

　

付
加
年
金
額
は
、「
２
０
０
円
×
付
加
保

険
料
納
付
月
数
」
で
す
。
例
え
ば
、
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、
付
加
保
険
料
月
額

４
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て
納
め
た
場
合
、
40

年
間
で
総
額
19
万
２
千
円
を
余
分
に
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
年
金
受
給
時
に
年
額

９
万
６
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
２
年

間
で
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�

付
加
保
険
料
を
納
め
る
際
の
注
意
事
項

　
納
め
て
い
た
だ
く
際
、
次
の
点
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①
付
加
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん

　
だ
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

②
付
加
年
金
保
険
料
の
納
期
限
は
翌
月
末
日

　
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
納
期
限
を
経
過
し
た
場
合
で
も
、
期
限
か

　
ら
２
年
間
は
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

④
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
希
望
し

　
な
い
場
合
は
、
付
加
保
険
料
納
付
辞
退
申

　
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

⑤
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

　
付
加
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き

　
ま
せ
ん
。

⑥
月
末
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
休
日
の
場
合

　
お
よ
び
年
末
の
納
期
限
は
、
翌
月
最
初
の

　
金
融
機
関
な
ど
の
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
熊
本
年
金
事
務
所
ま
た
は
、
町

　
住
民
生
活
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
４
）
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I n f o r m a t i o n

医療費が高額になるときは「限度額適用認定証」のご利用を

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
は
お
済
み
で
す
か

■�

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新
は

お
早
め
に

　
甲
佐
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
令
和

５
年
度
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
の
有
効
期
限

は
、
令
和
６
年
７
月
31
日
（
水
）
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
ま

だ
令
和
６
年
度
被
保
険
者
証
（
う
ぐ
い
す

色
）
が
お
手
元
に
な
い
人
は
、
簡
易
書
留
と

書
か
れ
て
い
る
黄
色
い
封
筒
が
届
い
て
い
な

い
か
確
認
の
う
え
、
町
住
民
生
活
課
保
険
係

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
で
の
被
保
険
者
証
の
受
け
取
り
を
希

　
望
す
る
人
は
、
古
い
被
保
険
者
証
（
世
帯

　
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
複
数
い
る

　
場
合
は
、
全
員
の
被
保
険
者
証
）
と
、
運

　
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

　
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が
遅
れ

て
い
る
世
帯
で
、
別
途
通
知
の
あ
る
人
は
、

納
付
相
談
を
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
の
更
新

と
な
り
ま
す
。

■�

医
療
費
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

　
町
か
ら
年
数
回
配
布
し
て
い
る
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
は
、
医
療
費
控
除
の
申
告
手

続
き
で
医
療
費
の
明
細
書
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
６
年
度
の
「
医
療

費
の
お
知
ら
せ
」
の
送
付
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
令
和
６
年
１
月
～
３
月
診
療
分

　
（
令
和
６
年
８
月
送
付
）

・
令
和
６
年
４
月
～
６
月
診
療
分

　
（
令
和
６
年
11
月
送
付
）

・
令
和
６
年
７
月
～
10
月
診
療
分

　
（
令
和
７
年
２
月
送
付
）

・
令
和
６
年
11
月
～
12
月
診
療
分

　
（
令
和
７
年
５
月
送
付
）

※
11
月
～
12
月
診
療
分
は
、
令
和
７
年
５
月

　
に
郵
送
で
お
送
り
し
ま
す
。
令
和
７
年
２

　
月
か
ら
の
確
定
申
告
に
は
、
当
該
月
分
の

　
領
収
証
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
保

　
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
の
再
発
行
は
で

　
き
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

　
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
８
）

●�医療費が高額になるとき
　国民健康保険には、医療機関などの窓口での支払いが高額となった場合、後から町へ申請することによって
自己負担限度額を超えた額が払い戻される「高額療養費制度」があります。
　医療費が高額になるときは、「限度額適用認定証」を利用することで医療機関などの窓口での支払いが限度額
までになります。国保被保険者で「認定証」の交付を希望される人は、町住民生活課にお問い合わせください。
　自己負担限度額は、住民税の課税状況や所得などによって異なります。世帯内の国保被保険者の資格異動 ( 転
入出、死亡、社会保険などへの加入・脱退 ) があった場合にも、自己負担限度額が変更になることがあります。
また、国民健康保険税を滞納していると「認定証」を交付できない場合がありますのでご注意ください。
●マイナ保険証の利用で「認定証」の事前申請は不要となります
　マイナ保険証を利用すれば、事前に「認定証」の交付を受けなくても、医療機関などでの支払いが限
度額までになります。更新手続きも不要となりますので、マイナ保険証をぜひご利用ください。
●８月１日（木）から「認定証」申請を受け付けます
　令和５年度「認定証」の有効期限は、7月31日 ( 水 ) までです。令和６年度「認定証」の適用区分は、
前年中の所得状況などによって改めて判定します。「認定証」が必要な人は8月1日 ( 木 ) から申請を受
け付けますので、町住民生活課窓口までお越しください。

【お問い合わせ先】
　町住民生活課　☎０９６ー２３４－１１１３（内線１０８）

詳細は町公式ウェブサイトを
ご覧ください▶
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お
知
ら
せ

夏
の
リ
コ
チ
ャ
レ
２
０
２
４

理
工
系
の
仕
事
体
験
に
つ
い
て

　
内
閣
府
で
は
、
理
工
系
分
野
に
興
味
が

あ
る
女
子
中
高
生
、
女
子
学
生
の
み
な
さ

ん
が
、
将
来
の
自
分
を
し
っ
か
り
イ
メ
ー

ジ
し
て
進
路
選
択
す
る
こ
と
を
応
援
す
る

た
め
、
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
「
夏
の

リ
コ
チ
ャ
レ
２
０
２
４
～
理
工
系
の
お
仕

事
体
感
し
よ
う
！
～
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。「
リ
コ
チ
ャ
レ
」
で
は
、
全
国
各
地

お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
職
場
見
学
・
仕
事

体
験
・
女
性
研
究
者
と
の
交
流
会
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
内
閣
府
「
理
工
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
リ
コ
チ
ャ
レ
）」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
週
間
に
つ
い
て

　
熊
本
地
方
法
務
局
お
よ
び
熊
本
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子
ど
も
に
関
す

る
相
談
を
専
門
に
受
け
付
け
る
「『
こ
ど

も
の
人
権
相
談
』
強
化
週
間
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
の
職
員
が
、

い
じ
め
や
体
罰
、
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
の

人
権
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　
８
月
21
日
（
水
）
～
27
日
（
火
）

▼
日
時

・
月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
土
曜
日
、
日
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
電
話
番
号

　
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

ア
イ
ヌ
の
人
々
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　
公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ

ン
タ
ー
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
悩
み
を

お
受
け
す
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、

嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

▼
電
話
相
談
受
付
日
時

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く

▼
相
談
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

実

施

に

つ

い

て

　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
受
験
会
場
や
申
請

方
法
、
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
同
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
の
種
類

・
甲
種

・
乙
種
（
第
１
類
〜
第
６
類
）

・
丙
種

▼
試
験
日
時

　
11
月
３
日
（
日
）

▼
受
験
地

　
熊
本
市
、
八
代
市
、
天
草
市
、
玉
名
市

▼
申
請
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
９
月
９
日
（
月
）
〜
17
日
（
火
）

　
※
９
月
17
日
の
消
印
ま
で
有
効

・
電
子
申
請

　
９
月
９
日
（
月
）
〜
17
日
（
火
）

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 （
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

　
本
県
支
部
（
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１

　
丁
目
11
番
４
号
・
熊
本
県
教
育
会
館
4

　
階
）

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

くらしの情報
  LOCAL NEWS ＆
  LOCAL INFORMATION

❖ イベント等の開催に関する詳細は
　 各問い合わせ先にご確認ください

お問い合わせ先一覧
❖ 甲佐町役場
　 096-234-1111（代表）

❖ 甲佐町保健福祉センター
　 096-235-8711

❖ 甲佐町教育委員会
　（町生涯学習センター）
　 096-234-2447

❖ 水道管理センター
　 096-234-0755

❖ 町民センター
　 096-234-2459

❖ 老人憩いの家
　（(社 )甲佐町社会福祉協議会）
　 096-234-0423

❖ 御船町甲佐町衛生施設組合
　（クリーンセンター）
　 096-282-0688

❖ 上益城消防署
　 096-282-1955

❖ 御船警察署
　 096-282-1110

❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）
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教

育

訓

練

給

付

金

が

支

給

さ

れ

ま

す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
働
く
人
た
ち
の
能

力
開
発
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た

め
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
教
育
訓

練
を
修
了
し
た
際
に
、
受
講
費
用
の
一
部

を
給
付
金
と
し
て
支
給
す
る
教
育
訓
練
給

付
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
訓
練
は
、
約
1
万
6
０
0
０
の
講

座
が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
で
き
る

講
座
や
、
夜
間
・
土
日
に
受
講
で
き
る
講

座
な
ど
、
働
き
な
が
ら
受
講
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
対
象
講
座
の
例

　
介
護
福
祉
士
、
看
護
師
、
保
育
士
、
介

　
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
、
大
型
自
動

　
車
第
一
種
、
第
二
種
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、

　
簿
記
検
定
な
ど

※
教
育
訓
練
は
3
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、

　
給
付
金
の
上
限
額
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

　
ま
す
。

※
詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
「
教
育
訓
練
給
付
制
度
」
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城
出
張
所

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
７
７

「
不
動
産
に
ま
つ
わ
る
な
ん
で
も

相

談

会

」

を

開

催

　

不
動
産
に
関
す
る
お
悩
み
に
司
法
書

士
・
土
地
家
屋
調
査
士
が
無
料
で
お
答
え

し
ま
す
。

　
相
談
会
場
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
電
話
で
も
相
談
が
で
き
ま
す
。
面
談

を
希
望
さ
れ
る
人
は
事
前
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
（
予
約
締
切
は
9
月
6
日
正
午

ま
で
）。

▼
開
催
日
時

　
9
月
7
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
開
催
場
所

①
熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

②
和
水
町
中
央
公
民
館

▼
相
談
電
話
番
号
（
当
日
の
み
）

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
０
８
０
０

▼
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
司
法
書
士　
松
岡
正
吾

　
☎
０
９
６
‐
２
８
８
‐
２
１
５
１

　

くらしの情報

町税などの滞納処分（６月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 2件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 218,500円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
６月 年累計

人 身 事 故 1 2

物 損 事 故 10 83

盗 難 な ど ０ ３

６月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ３ 0

原 野 12 ＋２

そ の 他 14 ＋２

合 計 件 数 29 ＋4
７月15日現在

fire prevention

【お問い合わせ先】県建築課　　☎096-333-2542
詳しくは、県ホームページをご覧ください▶

盛土等の行為には許可・届出が必要となります
　令和３年７月、静岡県熱海市で大規模な土石流災害が発生した
ことを受け、盛土規制法が制定されました。
　許可・届出の手続きが必要となるのは、令和７年度からを予定
しています。
●盛土規制法のポイント
①「宅地造成等工事規制区域」および「特定盛土等規制区域」の
　２種類の規制区域を指定します。

②規制区域内で一定規模以上の盛土等を行う場合は、あらかじめ
　許可・届出が必要になります。

③許可を受けるためには法定の安全基準を満たす必要があります。
　
④規制区域内では、土地所有者等が常に安全な状態を維持する必
　要があります。
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お
知
ら
せ

空
き
巣
、
自
動
車
・
自
転
車
の

盗

難

に

注

意
！

　　
町
内
で
は
、
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
に
よ
る

盗
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

お
出
か
け
の
際
の
戸
締
り
、
自
動
車
、

自
転
車
な
ど
の
カ
ギ
か
け
を
徹
底
し
、
貴

重
品
の
置
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
防
犯
意
識
を
高
め
、

犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
く
ら
し
安
全
推
進
室

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

　
ミ
ツ
バ
チ
は
、
採
蜜
は
も
と
よ
り
果
樹

類
や
園
芸
作
物
の
花
粉
交
配
に
は
不
可
欠

で
す
。
こ
れ
か
ら
普
通
期
水
稲
は
出
穂
・

開
花
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
農
薬

散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
３
点
に
留
意

し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
農
薬
の
容
器
ラ
ベ
ル
の
使
用
上
の
注
意

　
事
項
を
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
の　
　

　
あ
る
薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
特
に
注

　
意
す
る
。

②
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除

　
計
画
な
ど
事
前
に
情
報
交
換
す
る
。

③
防
除
時
は
、
水
田
の
周
辺
を
十
分
確
認

　
し
、
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か

　
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

木
の
伐
採
の
お
願
い
に
つ
い
て

　
道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
な
ど
に
よ
り
、
歩
行
者
や
自
動
車
に
損

害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の
管

理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
し
て
い
る
人

は
点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
場
合
は
伐
採

す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
道
路
保
全
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

募
集

障
が
い
の
あ
る
人
の

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　
８
月
13
日
（
火
）
～
９
月
30
日
（
月
）

農地中間管理機構を介した農地の貸し借りをしませんか

　農地中間管理機構（熊本県農業公社）は、県知事
の指定を受けて、農地を貸したい人（出し手）と農
地を借りたい人（受け手）の間に入って、農地の貸
借のお手伝いをしています。

●農地を貸したい人（出し手）
・借料は「農地バンクくまもと」が受け手から徴収
し、支払います。
・借り入れの終了期間後は、農地を返却します。
※借り入れの延長も可能です。
●農地を借りたい人（受け手）
・出し手が複数でも賃貸料の支払いは「農地バンク
　くまもと」に一本化できます。
・出し手が子どもの代に移っても、契約期間中は変
　わらず耕作できます。

　【お問い合わせ先】
・甲佐町農業委員会（町農政課内）　
　☎096-234-1176（内線153）
・熊本県農業公社（農地バンクくまもと）
　☎096-213-1237
・JA かみましき
　☎096-234-1156

■農地の貸借をお手伝いします

くらしの情報
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▼
受
講
対
象

　
身
体
（
上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、
知
的
、

　
精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能
の

　
障
が
い
の
あ
る
人

▼
内
容

　
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
か
ら
実
践
的

　
な
パ
ソ
コ
ン
技
能
の
習
得
お
よ
び
就
職

　
に
有
利
な
パ
ソ
コ
ン
資
格
の
取
得
な
ど

▼
訓
練
期
間

　
令
和
６
年
11
月
１
日
（
金
）
～
令
和

　
７
年
1
月
31
日
（
金
）

▼
経
費

　
テ
キ
ス
ト
代
７
７
０
０
円
（
税
込
み
）
程
度

※
受
講
料
は
無
料

▼
訓
練
場
所

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
イ
・
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
く
ま
も
と
（
熊
本
市
中
央
区
水

　
前
寺
６
丁
目
51
‐
３
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６
‐
２
９
７
‐
９
９
１
５

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
７
７

く
ま
食
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
店
を

募

集

し

て

い

ま

す

　
県
で
は
、
健
康
に
配
慮
し
た
食
事
を
提

供
す
る
「
く
ま
食
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
店
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ス
タ
ー
店
に

は
、
の
ぼ
り
旗
の
交
付
、
県
Ｈ
Ｐ
な
ど
で

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
対
象

　
飲
食
店
、
弁
当
店
な
ど

▼
実
施
内
容

　
施
設
内
禁
煙
、
ヘ
ル
シ
ー
オ
ー
ダ
ー
へ

　
の
対
応
な
ど

▼
応
募
締
切

　
11
月
22
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

　　　　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か
け
に
、
著
名
人
を
名

乗
っ
た
り
、
繋
が
り
を
示
し
た
り
し
て
投

資
を
勧
誘
さ
れ
た
と
い
う
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
投
資
目
的
で
振
込

を
し
た
も
の
の
、
追
加
費
用
を
払
わ
な
い

と
出
金
で
き
な
い
、
相
手
と
連
絡
が
と
れ

な
く
な
っ
た
と
い
っ
た
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
際
は
、

甲
佐
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
ま
た
は
県
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
甲
佐
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
☎
０
９
６
‐
2
３
4
‐
3
２
２
3

・
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
９
６
‐
3
８
３
‐
０
９
９
９

くらしの情報

司法書士による空き家・空き地相続 無料相談会を開催します
　８月23日（金）、甲佐町生涯学習センター研修室に
て、県司法書士会に所属する会員による「空き家・空
き地相続 無料相談会」を開催します。
　「相続の手続きが分からない」「相続人がどこにいる
か分からない」「生前贈与をしたい」など、空き地・
空き家の相続に関する悩みに司法書士がお答えします。
　相談を希望する人は、事前予約が必要です。電話ま
たはメールにて町地域振興課へお申し込みください。
　また、同日に町職員による「空き家バンク登録相談
会」も開催します。事前予約は不要ですので、申請に
必要な書類をそろえてお越しください。

●開催日時　８月23日（金）午前10時～午後３時
　　　　　※相談は１組３０分となります。
●場所　　　甲佐町生涯学習センター研修室

　【お問い合わせ・お申し込み先】
　町地域振興課　☎０９６ー２３４－１１５４　
　　　　　　　Mail：chiki01@kosa.kumamoto.jp

く
ら
し
安
全

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
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［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

う
っ
さ
め
て

　
貢
い
だ
金
の
太
か
こ
つ�

広
田
み
ど
り

う
っ
さ
め
て

　
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
し
た
美
容
院�

下
山　
千
恵

う
っ
さ
め
て

　

七
つ
道
具
も
眠
っ
と
る�

志
垣　
　
光

う
っ
さ
め
て

　
ま
と
ま
る
前
に
逃
げ
ら
れ
た�

平
井
や
よ
い

う
っ
さ
め
て

　
出
し
た
料
理
に
手
ェ
付
け
ん�

光
永　
　
六

う
っ
さ
め
て

　
も
う
と
き
め
き
は
見
つ
か
ら
ん�

井
元
あ
ざ
み

う
っ
さ
め
て

　
足
が
遠
の
く
習
い
事�

日
高　
美
里

う
っ
さ
め
て

　
お
い
し
さ
消
え
た
お
み
そ
汁�

上
田　
梅
清

う
っ
さ
め
て

　
デ
ー
ト
に
紅
も
さ
し
て
来
ん�

北
川　
直
美

［
短
歌
］�

塚
原
暁
益 

選

公
園
の
銀
杏
の
葉
の
濃
く
な
り
て

夕
日
に
映
え
て
美
し
さ
増
す�

赤
星　
文
子

田
植
え
終
え
稲
の
成
長
見
る
た
び
に

時
の
流
れ
の
不
思
議
さ
を
知
る�

緒
方　
明
美

病
床
の
友
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら

快
気
を
願
い
祈
る
毎
日�

池
田
キ
ヨ
子

曇
り
き
て
雨
降
る
降
る
と
雨
蛙

聞
い
て
と
ば
か
り
庭
先
で
鳴
く�
吉
永
由
紀
子

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
て
き
な
柄
の
ブ
ラ
ウ
ス
は

季
節
は
過
ぎ
て
窓
辺
で
ゆ
る
る�

内
田
乃
武
子

今
年
ま
た
つ
ば
め
帰
り
て
軒
下
に

子
育
て
忙
が
し
巣
立
ち
見
守
る�

西
村
き
ぬ
え

雨
つ
づ
き
苦
言
を
話
題
に
過
ご
す
日
々

半
化
粧
の
花
庭
に
繁
り
て�

赤
星　
延
子

悩
み
事
心
配
事
の
多
き
吾

一
晩
眠
れ
ば
ど
う
に
か
な
る
さ�

塚
原　
暁
益

literary work
うたごよみ　～葉月～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
①ボウルに●を入れ合わせておきます。
②ナスの皮に斜めの切り込みを入れ、食べや

すい大きさに切ります。
③フライパンにサラダ油を熱し②のナスを手

早く炒め火を止めます。蓋をして２分程蒸
らし、ナスが熱いうちに①のつけ汁に移し
入れ粗熱がとれたら冷蔵庫で冷しておきま
す。

④麺はそばに限らず、そうめんや細うどんで
もかまいません。茹で上がったら、流水で
よく晒し水切りをして器に盛ります。

⑤麺の上にキムチ・納豆・ナスは③の汁ごと
盛り付け、最後にゆで卵で飾ります。

ナスの納豆キムチそば

　
梅
雨
も
明
け
、
８
月
に
入
り
ま
し

た
が
、
毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
夏
バ
テ
や
熱
中
症
な
ど

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
今
回
の
記
事
に
取
り
上
げ

た
「
あ
ゆ
ま
つ
り
」
は
、
み
な
さ
ん

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
。
私
は
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
写

真
を
撮
り
続
け
、
く
た
く
た
に
な
り

ま
し
た
が
、
子
ど
も
み
こ
し
や
あ
ゆ

の
つ
か
み
取
り
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
精
一
杯
に
楽
し
む
姿
を
見
て
、
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
祭
り
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
は
夏
休
み
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
外
出
す
る
子
ど
も
が
多
く
な
り

ま
す
。
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
い
つ

も
以
上
の
安
全
運
転
を
心
が
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
（
ゆ
）

　連日の暑さで、食欲や体力が落ちていませんか？暑いからといって冷たい
食べ物や飲み物ばかりを摂り過ぎると体の中が冷えてしまい、食欲不振に
なってしまうってご存じですか？ 
　食べやすいからといって、毎日同じものばかり食べていても栄養が偏って
しまいます。たんぱく質が不足すると、寝付きが悪く疲れやすくなります。
だから、たんぱく質の王様の納豆や卵を積極的に摂りミネラルやビタミン豊
富な野菜もバランスよく摂り、上手に栄養補給していきましょう。

【材料（１人分）】
そば………………………１玉
納豆…………………１パック
ナス…………………1/2本分
キムチ……………30～50㌘
ゆで卵……………………1/2個
●ゴマ油……………小さじ1/2
●めんつゆ…………大さじ２
●水…………………1/4カップ
サラダ油……………大さじ１

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひ と の 動 き
6月11日（火）～7月10日（水）届出

ふるさと甲佐
　　　　応援寄附金

お誕生

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・南澤　秀俊様　　東京都
・加藤　清人様　　愛知県
・村田　俊明様　　神奈川県
・草下　永典様　　神奈川県
・永田　佳文様　　東京都
・飯沼　一大様　　東京都
・前田　誠司様　　神奈川県
　　　　　　　　ほか多数

■お問い合わせ
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

住　所 氏　名 年齢 世帯主
岩　下 井藤　邦男 95 邦男
早　川 福永　貞女 102 貞女
西寒野 松井　節子 96 節子
仁田子 古田　幸子 103 俊子
中　山 西坂　直臣 86 俊明
大　町 上田　　紀 83 純子
岩　下 曽我　弘子 78 沙緒里
上早川 小原勢津子 92 勢津子
仁田子 松本マツ子 96 マツ子
船　津 森田　誠子 79 豊

ほか5人　

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

　　　　今月の出生児　3 人
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「『
生
ま
れ
て 

住
ん
で 

学
ん
で 

働
い
て
よ
か
っ
た
』
と
思
っ
て
も

ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た

い
」
と
話
す
の
は
、
７
月
６
日
に

本
町
の
副
町
長
に
就
任
し
た
三
輪

孝
之
さ
ん
。
37
年
間
勤
め
た
熊
本

県
庁
を
同
月
５
日
に
退
職
し
、
甲

佐
町
副
町
長
と
な
っ
た
。

　
宇
土
市
生
ま
れ
の
60
歳
で
、
大

学
で
は
法
律
を
専
攻
。
地
元
熊
本

へ
の
愛
着
か
ら
県
庁
マ
ン
を
志
し

た
。
県
で
は
、
総
務
、
環
境
部
門

な
ど
で
要
職
を
歴
任
。
最
後
は
商

工
労
働
部
長
と
し
て
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

な
ど
の
企
業
誘
致
に
携
わ
っ
て
き

た
。
平
成
26
・
27
年
度
に
は
、
上

益
城
地
域
振
興
局
次
長
と
し
て
幾

度
も
本
町
を
訪
れ
て
い
る
。

　
本
町
の
地
域
づ
く
り
活
動
な
ど

の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
木
村
知

事
か
ら
「
甲
佐
町
の
力
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
依
頼
さ
れ
、
上
益
城

で
の
勤
務
歴
か
ら
「
大
変
あ
り
が

た
い
話
」
と
快
諾
し
た
。

　
県
に
対
し
派
遣
を
依
頼
し
た
甲

斐
町
長
も
「
豊
富
な
行
政
経
験
と

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
を
職

員
の
育
成
・
指
導
や
企
業
誘
致
に

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄

せ
る
。

　
そ
ん
な
三
輪
さ
ん
に
本
町
の
魅

力
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
素
敵
な

店
や
キ
ャ
ン
プ
場
が
い
く
つ
も
あ

り
、
自
然
が
豊
か
。
さ
ら
に
渋
滞

も
少
な
い
。“
住
環
境
に
優
れ
た

町
”と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
る
」

と
返
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
、「
町
長
の
考
え
を
尊

重
し
て
、
町
の
強
み
を
生
か
し
た

移
住
定
住
政
策
に
力
を
入
れ
た

い
。
大
き
く
な
く
て
も
よ
い
の
で

自
然
に
優
し
い
企
業
に
来
て
も
ら

え
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
抱
負

を
続
け
た
。

　
８
月
に
は
、
商
店
街
に
近
い
空

き
家
に
移
住
し
、
本
町
住
民
と
な

る
。「
自
宅
を
多
く
の
人
た
ち
と

意
見
を
交
換
す
る
た
め
の
足
場
と

し
、
そ
れ
を
町
政
に
生
か
し
て
い

き
た
い
。町
外
の
人
々
を
招
い
て
、

町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
」。そ
の
た
め
の“
交
流
拠
点
”

と
す
る
ら
し
い
。

　
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
だ
そ
う

だ
が
、
ひ
い
き
の
チ
ー
ム
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
お
酒
と
猫
が
好

き
で
、人
と
話
す
の
が
好
き
。「
休

日
に
は
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
参
加
し
て
、
町
づ
く
り

の
ヒ
ン
ト
を
探
し
た
い
」
と
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
一
面
も
見
せ
る
。

　
現
在
、
本
町
地
域
振
興
課
で
課

長
補
佐
を
務
め
る
県
派
遣
職
員
の

田
原
真
希
さ
ん
は
、
県
庁
時
代
の

三
輪
さ
ん
を
知
る
一
人
。「
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
合
わ
せ

な
が
ら
も
、
分
け
隔
て
な
く
職
員

の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
上

司
で
し
た
。県
庁
内
だ
け
で
な
く
、

た
く
さ
ん
の
人
に
慕
わ
れ
て
い
ま

す
」
と
三
輪
さ
ん
の
人
と
な
り
を

話
す
。

　
県
職
員
時
代
、
内
外
に
多
く
の

人
脈
を
作
り
、
企
業
誘
致
な
ど
の

大
仕
事
を
成
し
遂
げ
て
き
た
三
輪

さ
ん
。
県
庁
で
の
仕
事
は
「
や
れ

る
こ
と
は
や
っ
た
」
と
考
え
て
い

る
そ
う
で
あ
る
。

　
“
甲
佐
町
”
と
い
う
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
で
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
住

民
と
の
交
流
か
ら
始
ま
る
。「
生

ま
れ
育
ち
」「
学
び
働
き
」「
住
ん

で
幸
せ
」
三
つ
の
輪
が
つ
な
が
る

甲
佐
町
に
向
か
っ
て
…
…
。

「
生
ま
れ
育
ち
」「
学
び
働
き
」 

「
住
ん
で
幸
せ
」
三
つ
を
輪
に
つ
な
げ
た
い
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ミワ タカユキ / 甲佐町副町長。
現在の自宅では妻、猫2匹の4
人（？）暮らし。 〔甲佐町副町長〕
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TEL　
096-234-1111（

代
表

）
FAX　

096-234-3964
URL　

https://w
w

w.tow
n.kosa.lg.jp/

三輪　孝之さん
Takayuki Miwa
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